鳥羽市指定ごみ袋販売業務委託契約書
委託者　鳥羽市長　中村　欣一郎（以下「甲」という。）と 受託者　　　　　以下「乙」という。）とは、鳥羽市指定ごみ袋（以下「指定ごみ袋」という。）の販売（以下「販売業務」という。）の委託に関し、次のとおり契約を締結する。

（契約業務）

第１条　甲は、指定ごみ袋の販売業務について、乙に委託するものとする。

（法令上等の責任）

第２条　乙は、前条の委託業務を行うにあたっては、鳥羽市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成５年条例第13号｡以下「条例」という。）第15条に規定する一般廃棄物処理手数料（以下「手数料」という。）の徴収及び納付ならびに指定ごみ袋の交付とする｡

（販売業務の内容）

第３条　乙は、次の指定ごみ袋の種類別に応じ、手数料の徴収及び指定ごみ袋等の交付を行うものとし、その業務の内容は別紙鳥羽市指定ごみ袋に関する取扱要領のとおりとする｡

（１）種類等  指定ごみ袋（10リットル）　100円／10枚

指定ごみ袋（20リットル）　200円／10枚

指定ごみ袋（30リットル）　300円／10枚

指定ごみ袋（45リットル）　450円／10枚

指定ごみ袋（90リットル）　900円／10枚

（２）前号の額は、甲の指示なくして変更してはならない｡

（契約保証金）
第４条　鳥羽市会計規則第99条第３項第６号により免除する｡
（手数料納付の請求）

第５条　甲は、鳥羽市指定ごみ袋に関する取扱要領にもとづき乙が発注した指定ごみ袋の受領枚数により、手数料の納入を請求するものとする｡

（手数料の納入）

第６条　乙は、甲からの請求があった日の指定期日までに手数料を甲に納入しなければならない｡

（販売委託料の支払）

第７条　甲は乙に支払うべき手数料の100分の10に相当する額を販売委託料として乙に支払うものとする｡ただし、手数料の納入と販売委託料の支払は差引きした上で清算するものとし、納入請求額は第５条に規定する手数料より当該販売委託料を減じた額とする｡

（損害賠償責任）

第８条　乙は、次の各号の一の理由により甲又は第三者に損害を与えたときは、被害者に賠償しなければならない。ただし、甲の責めに帰する理由による場合は、この限りではない。

（１）委託業務の実施に関し、甲又は第三者に損害を与えたとき。

（２）契約が解除された場合において、乙が甲に損害を与えたとき。

２　前項の規定により、甲がその損害賠償金を受けることとなった場合は、これを徴収するものとする。

（再委託等の禁止）

第９条　乙は第三者に委託業務の一部を再委託し、若しくは請負わせ、又はこの契約による権利義務を譲渡してはならない。

（契約の解除等）

第10条　甲は、次の各号の一に該当するときは、この契約を解除することができる。

（１）乙が、この契約に違反したとき。

（２）乙の契約違反その他不正行為により、甲がこの契約を続行することができないと認めたとき。

（３）乙が破産の宣告を受けたとき。

（４）乙が甲の指示に従わないとき。

（５）その他甲の都合により、この契約を解除する必要があると認められたとき。

２　乙は、この契約を解除しようとするときは、文書をもって申し出なければならない。

（契約期間）

第11条　この契約の有効期間は、契約締結の日から令和○○年○○月○○日までとする。ただし、契約満了１ヶ月前までに甲又は乙により解除の通告のない場合は、同一条件で更新されたものとみなす｡

２　前項の期間内であっても、甲または乙は30日の予告期間をおき、この契約の解除の申し入れをすることが出来る｡

（引渡し等）

第12条　販売店は、第10条により契約を解除する場合は、その保有する指定ごみ袋を市に引渡し、市は、引き渡された指定ごみ袋に相当する既納入の手数料を販売店に還付するものとする。ただし、指定ごみ袋の引渡し及び手数料の還付請求は、当該年度内に発注したものに限り、可能とする。
（取扱業務の調査等）

第13条　甲は、必要と認める時は、乙に対して業務の処理状況について調査し、又は必要な事項

について報告を求めることができる。

（疑義の処置）

第14条　乙は、この契約の履行について疑義が生じたときは、甲の指示に従うものとする。

（補足）

第15条　この契約に定めのない事項については、法令に定めるもののほか、甲乙協議のうえ決定するものとする。

この契約の締結を証するため本書２通を作成し、甲、乙記名押印のうえ各自その１通を保有する。

令和　　年　　月　　日
住所　鳥羽市鳥羽三丁目１番１号

甲

氏名　鳥羽市長　中村　欣一郎
住所　

乙　　　　

氏名　
